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男女共同参画社会の実現をめざして

「自分らしく、いきいきと暮らせるまち“はむら”」

令和２年３月

羽 村 市

羽村市男女共同参画基本計画
進ちょく状況調査報告書

平成30年度（2018年度）実績





１　目　 　的

２　調査対象

全庁

３　調査時期

令和元年5月～6月

４　調査項目　　全83事業（うち再掲事業10事業）

平成30度実績、実績に対して特記すべきこと（評価、課題と改善点）、進ちょく状況

５　評価結果

進捗状況 事業数 割合(%)
進行中 72 86.75%
遅延 0 0.00%
完了 1 1.20%
計画事業なし 0 0.00%
再掲事業 10 12.05%
合計 83 100.00%

進ちょく状況調査概要

「羽村市男女共同参画基本計画実施計画」に掲げる事業の平成30年度の実績、評価、課題と改善点及び進ちょく
状況を明らかにするため、平成30年度実績を基に評価を行ったものである。
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標１　人権の尊重

№ 評       価 課題と改善点

（１）人権
教育・啓
発の推進

①職場における
人権の尊重

1 人権に関する意識啓
発

人権週間にあわせ、人権啓発街頭広報や
人権メッセージパネル展を行うとともに、人
権作文の募集などを実施し、男女共同参
画、人権尊重を身につけるための啓発活動
を行う。

継続 総務課

企画政策課

産業振興課

3 行政・人権身の上相
談

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

継続 広報広聴課

②家庭における
人権の尊重

4 人権に関する意識啓
発

人権週間にあわせ、人権啓発街頭広報や
人権メッセージパネル展を行うとともに、人
権作文の募集などを実施し、男女共同参
画、人権尊重を身につけるための啓発活動
を行う。

継続 総務課

5 行政・人権身の上相
談

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

継続 広報広聴課

H30年度実績
実績に対して特記すべきこと 進ちょく

状　況

2 事業所への周知・啓
発

職場内において、性別、年齢、国籍、障害
の有無などあらゆる人権を尊重する意識が
広がるよう、職場における人権に関する啓
発活動を行う。

新規

施策 主な取組 事　業　名 事業概要 区分 担当課

「羽村市男女共同参画基本計画」体
系上の基本目標

≪新規≫ 本計画の期間中に新たに実施する事業及び既存事業であるが
レベルアップ事業として本計画に新たに盛り込む事業

≪継続≫ 前計画から継続して取り組む事業

平成30年度の進ちょく状況を下記の区分により掲載

進行中：計画通り進行している事業

完了：計画通り事業が完了した事業

遅延：計画から遅延している事業

平成30年度に行った事業実績について記載

平成30年度に行った事業実績に対する担当課の評価を記載

今後の課題と改善点及び見通しについてを記載
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標１　人権の尊重

№ 評       価 課題と改善点

（１）人権
教育・啓
発の推進

①職場における
人権の尊重

1 人権に関する意識啓
発

人権週間にあわせ、人権啓発街頭広報や
人権メッセージパネル展を行うとともに、人
権作文の募集などを実施し、男女共同参
画、人権尊重を身につけるための啓発活動
を行う。

継続 総務課 （ア）羽村駅・小作駅における啓発物品
配布による人権啓発事業を実施した。
実施日：平成30年11月21日（水）
配布数：2,000個

（イ）著名人からの人権メッセージをパネ
ル展示し、啓発事業を実施した。
実施日：平成30年12月1日（土）～10日
（月）
観覧者：392人

（ウ）広報はむら11月15日号に人権週間
及び人権啓発記事を掲載した。

幅広い世代に対する啓発
を行い、人権についての
関心や理解を深める機会
となった。

多様化する人権問題につ
いて、幅広い世代に対す
る人権啓発活動を継続し
て実施していく。

進行中

企画政策課 企業メール配信サービスで、事業者に
法改正や東京都等の研修会の情報提
供を行った。

事業者が必要な時に必要
な情報を収集できるよう情
報提供を行い、女性の就
業機会や雇用促進に関
する啓発に取り組んだ。

最新の情報を提供できる
よう、情報収集に努め、適
時的確な情報提供を実施
していく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスで、セミナー等
の情報提供を行った。
配信企業数：121社
配信回数：17回

事業者に対する最新情報
の提供に努めた。

最新の情報収集に努め、
啓発活動を推進していく。

3 行政・人権身の上相
談

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

継続 広報広聴課 行政相談員による行政相談と、人権擁
護委員による人権身の上相談を合同で
特設相談を含め年13回実施した。
行政相談： 1件
人権身の上相談：0件

相談者が抱えている問題
を解決するための支援を
行った。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら、相談者のプラ
イバシー保護に配慮し、
相談体制の充実を図って
いく。

進行中

②家庭における
人権の尊重

4 人権に関する意識啓
発
【再掲 1-（1）-①№1】

人権週間にあわせ、人権啓発街頭広報や
人権メッセージパネル展を行うとともに、人
権作文の募集などを実施し、男女共同参
画、人権尊重を身につけるための啓発活動
を行う。

継続 総務課

5 行政・人権身の上相
談
【再掲 1-（1）-①№3】

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

継続 広報広聴課

企画政策課 人権・男女共同参画に関する各関係機
関の資料等について、企画政策課窓口
等で掲示・配布した。

市民の意識啓発に取り組
んだ。

今後も、継続して資料・図
書を収集し、広く市民へ
情報提供を行う。

図書館 人権・男女共同参画に特化した図書・
資料を、新たに55点収集した。

市民の意識啓発に取り組
んだ。

今後も、継続して図書・資
料を収集し、広く市民へ
情報提供を実施していく。

進行中

新規2 事業所への周知・啓
発

職場内において、性別、年齢、国籍、障害
の有無などあらゆる人権を尊重する意識が
広がるよう、職場における人権に関する啓
発活動を行う。

事業概要

継続人権・男女共同参画に関する図書や資料
を収集し、積極的な情報提供を行う。

進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
区分 担当課 H30年度実績施策 主な取組 事　業　名

6 人権・男女共同参画
に関する図書・資料
の収集・提供
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標１　人権の尊重

№ 評       価 課題と改善点
事業概要

進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
区分 担当課 H30年度実績施策 主な取組 事　業　名

③地域における
人権の尊重

7 人権に関する意識啓
発
【再掲 1-（1）-①№1】

人権週間にあわせ、人権啓発街頭広報や
人権メッセージパネル展を行うとともに、人
権作文の募集などを実施し、男女共同参
画、人権尊重を身につけるための啓発活動
を行う。

継続 総務課

8 行政・人権身の上相
談
【再掲 1-（1）-①№3】

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

継続 広報広聴課

継続 企画政策課

図書館

④学校教育にお
ける人権の尊重

10 人権教育の推進 羽村市教育委員会の教育目標において、
基本方針に「人権尊重の精神の育成」を掲
げる。人権教育推進委員会を開催するとと
もに、計画的に人権教育を推進するため、
人権教育全体計画及び年間指導計画に基
づく授業を実施する。

継続 学校教育課 （ア）「人権の花」運動を実施した。
実施校：羽村西小学校、松林小学校

（イ）子どもからの人権メッセージ及び、
中学生人権作文コンテストに参加した。
参加校：松林小学校及び中学校3校

（ウ）人権教育推進委員会を年5回開催
した。
開催日：平成30年5月1日（火）、6月12
日（火）、10月15日（月）、平成31年1月
29日（火）、2月15日（金）

（エ）人権教育全体計画及び年間指導
計画を策定した。
実施校：小・中学校全校

（ア）、（イ）
事業を通じて、やりがいや
思いやりの大切さ、責任
感などを得るとともに、人
権意識を高める機会と
なった。

（ウ）、（エ）
人権教育推進委員会委
員を中心に、各校の人権
教育の取組みについて、
情報共有を図ることで、具
体的な取組みを参考に
し、人権教育全体計画及
び年間指導計画の改善
に努めた。

（ア）、（イ）
引き続き、学校と連携した
人権啓発活動を実施して
いく。

（ウ）、（エ）
引き続き、人権教育の推
進及び向上を図るため、
各校の連携を推進してい
く。

進行中

11 適切な性に関する指
導の実施

心身の発育・発達と健康などに関する知識
を身に付け、生命や自己及び他者の個性
を尊重し、相手を思いやり、望ましい人間関
係を構築するなど適切な行動が取れるよう
児童生徒の発達段階に応じ、学校の教育
活動全体を通じた指導を実施する。

継続 学校教育課 小・中学校全校が、体育健康に関する
全体計画及び年間指導計画を策定し
た。また、発達段階に応じて、道徳や外
国語活動、総合的な学習、特別活動等
の時間により、教育課程に基づく指導を
実施した。

知識的理解として、体育・
保健体育等を中心に計画
的に指導を行った。また、
道徳、特別活動等及び、
人権教育の全体計画・指
導計画に基づき、児童・
生徒の内面に働きかける
指導を行った。

発達段階に応じ、継続的
に適切な指導が行えるよ
う教育課程の編成や進行
管理等の指導・助言を
行っていく。

進行中

12 学校図書館教育の充
実

学校図書館司書の配置など学校図書館の
整備充実を図る中で、人権・男女共同参画
に関する資料を充実する。

継続 学校教育課 学校図書館司書を小・中全校に週4日、
1日4時間配置し、学校図書館の環境整
備・充実を図った。

学校図書館司書を中心に
年3回連絡会を実施し、情
報の共有化を図ることによ
り、学校図書館の環境整
備・充実を図った。

今後も、情報の共有に努
め、人権・男女共同参画
の視点に立った図書資料
の充実を図る。

進行中

9 人権・男女共同参画
に関する図書・資料
の収集・提供
【再掲　1-(1)-②
No.6】

人権・男女共同参画に関する図書や資料
を収集し、積極的な情報提供を行う。
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標２　女性の活躍推進　

評       価 課題と改善点

（１）ポジ
ティブ・ア
クションの
推進

企画政策課 （ア）企業メール配信サービスで、事業
者に法改正や東京都等の研修会の情
報提供を行った。

（イ）広報はむらにミニコラムを掲載し、
意識啓発を行った。
「国際比較、日本の男性の家事・育児参
加は」（Vol.6　平成30年12月15日号）

事業者が必要な時に必要
な情報を収集できるよう情
報提供を行い、女性の就
業機会や雇用促進に関
する啓発に取り組んだ。

最新の情報を提供できる
よう、情報収集に努め、適
時的確な情報提供を実施
していく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスで、セミナー等
の情報提供を行った。
配信企業数：121社
配信回数：17回

事業者に対する最新情報
の収集に努めた。

最新の情報収集に努め、
啓発活動を推進していく。

14 審議会等における女
性委員の積極的な登
用

市が設置する審議会等の委員に、女性の
登用を促進し、女性の市政への参画比率を
向上させていくよう努める。

継続 全課 市の審議会における女性の参画に努め
た。
【審議会等委員女性比率】
平成31年3月1日現在：27.9%
（平成30年3月1日現在：27.7%）

審議会等への女性の参画
比率が32.6%を上回るよう
に努めたが、目標には至
らなかった。

平成33年度までに目標指
標である32.6%（平成28年
3月31日現在）を上回るこ
とができるよう、各課の意
識を高めながら、引き続き
審議会等への女性の参画
を推進していく。

進行中

②女性のキャリ
アデザイン支援

15 女性のキャリアデザイ
ン支援講座の実施

方針決定過程への女性の参画を推進する
ため、スキルアップの一助となり、個人の自
己成長や能力開発となるような応援講座等
の学習機会を提供する。

継続 企画政策課 職場復帰や地域活動に対する参加意
欲を持つ女性が、自分らしい将来設計
を行い、仕事や地域活動に参加する
きっかけとなる講座を実施した。

テーマ「～ワタシの未来設計 chapter1
これがワタシの生きる道～」
実施日：平成30年9月21日（金）
講師：ライフコーチ　みつはし　あきこ氏
参加者：12人（女性12人）

地域振興課が発行する羽
村市市民活動情報誌「き
ずな」への掲載や、産業
振興課の実施する創業支
援セミナーでの紹介など、
相互に事業の周知を行う
とともに、情報提供を行っ
た。

より効果的な講座を引き
続き、実施していく。

進行中

（２）女性
のチャレ
ンジ支援

①女性の職場復
帰などあらゆる
分野への参画支
援

16 女性のチャレンジ支
援講座等の実施

職場への復帰や地域への参画に役立つよ
うな応援講座等の学習機会を提供する。

継続 企画政策課
産業振興課

職場復帰や地域での活動に対する参加
意欲を持つ女性が、一歩踏み出すきっ
かけとなる講座を実施した。

テーマ「～ワタシの未来設計 chapter2
みんなあなたを応援している！今、一歩
を踏み出そう～」
実施日：平成30年9月28日（金）
講師：ライフコーチ　みつはし　あきこ氏
参加者：12人（女性12人）

集客につながるよう地域
振興課が発行する羽村市
市民活動情報誌「きずな」
への掲載や、産業振興課
の実施する創業支援セミ
ナーでの紹介など、相互
に事業の周知を行うととも
に、情報提供を行った。

より効果的な講座を引き
続き、実施していく。

進行中

固定的な性別による役割分担意識の解消
や、ポジティブ・アクションの必要性につい
て、広報紙や市公式サイト、パンフレットな
どにより、情報提供を行う。

継続

H30年度実績担当課
進ちょく
状　況

事業概要 区分
実績に対して特記すべきこと

①市内事業所・
各種団体などに
おける男女共同
参画の取組みへ
の支援

13

施策 主な取組 事　業　名№

事業所への周知・啓
発
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標２　女性の活躍推進　

評       価 課題と改善点
H30年度実績担当課

進ちょく
状　況

事業概要 区分
実績に対して特記すべきこと

施策 主な取組 事　業　名№

17 新たな雇用対策の仕
組み作りの検討

地方版ハローワークの検討や合同企業説
明会の実施など、地域の実情に合った雇用
対策を推進する。

新規 産業振興課 ハローワーク青梅・東京しごとセンター
多摩等と連携し、合同就職面接会等を
実施した。
（ア）出張ハローワーク
実施回数：24回
参加者：延べ97人

（イ）合同説明会等
実施回数：11回
参加企業数：延べ98社、
参加者：508人

求人・求職のマッチングを
行い、再就職につながる
機会の提供に努めた。

景気状況の変化に合わ
せ、求職者と求人企業の
実情に合った実施方法を
検討しながら、引き続き、
実施していく。

進行中

18 シルバー人材セン
ター事業への支援

施設の提供や運営費の助成を通じて、高
齢者の就労を支援し、男女の社会参加を促
進する。

継続 高齢福祉介護課 高齢者が健康で生きがいを持って就業
できるよう、運営費の一部を助成した。
会員数：654人（男性421人、女性233
人）
就業実人員：516人
就業延人員：17,660人
就業率：78.9％
【派遣事業】
就業実人員：59人
就業延人員：587人
就業率：9％
（平成30年度末）

就業率が前年度より伸
び、雇用機会の拡充が図
られたと考えられる。また、
就業相談や安全推進委
員を配置したことで、会員
の健康増進や事故防止に
努めた。

今後も、シルバー人材セ
ンターの運営費の一部を
助成するとともに、高齢者
の就業分野の拡大に向け
た取組みを支援していく。

進行中

②女性の創業・
開業に対する支
援

19 創業・開業等を希望
する事業者への支援

地域金融機関・産業支援機関・商工会等と
連携し、創業支援セミナー・創業塾等を開
催するほか、創業希望者による空き店舗活
用などを促進するための助成、創業支援
コーディネーターによる相談等を行う。

継続 産業振興課 金融機関等の協力を得て、創業に関す
る相談を行うことのできるワンストップ窓
口相談会を実施した。また、創業に関す
る知識を学べる「創業支援セミナー」の
ほか、設備費や家賃等を補助する「創
業支援補助事業」を実施した。
【創業支援セミナー】
実施回数：6回
参加者：41人

創業希望、準備、創業後
までの一貫した伴走支援
体制を確立する、「創業支
援事業」について、審査
の結果、2件を採択した。

「創業支援補助事業」に
ついて、対象要件の緩和
や補助率の引き上げなど
を検討していく。

進行中

20 図書館におけるビジ
ネス支援コーナーの
充実

資格取得や就職・起業等に関する図書及
び資料等を集約したビジネス支援コーナー
を充実させるとともに、利便性の向上を図
る。

継続 図書館 平成28年に設置したビジネス支援コー
ナーに、新たに49冊のビジネス関連図
書を購入し、合計820冊を整備した。

ビジネス支援コーナーの
図書の延べ貸出数は
1,004件であり、蔵書数以
上の利用があった。

引き続き、ビジネス支援に
関する図書の充実を図る
とともに、利用についても
周知していく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点

継続 企画政策課 （ア）広報はむら11月1日号及び市公式
サイトに啓発記事を掲載した。

（イ）羽村市産業祭において、DV・デー
トDVに関する意識啓発用ポケットティッ
シュの配布、意識啓発用パネルの展示
を実施した。
実施日：平成30年11月3日（土）・4日
（日）
ポケットティッシュ1,000個配布

幅広い世代への意識啓発
に取り組んだ。

幅広い世代への啓発を引
き続き行うとともに、保健
センターや子ども家庭支
援センターとの連携を緊
密化していく。また、啓発
手法や媒体についても検
討しながら、啓発に取り組
んでいく。

進行中

子育て支援課 子育て支援課窓口にてパンフレットの配
布を行うほか、広報はむら11月1日号に
配偶者からの暴力等の相談窓口を掲載
するなど周知を図った。

広く市民に対する意識啓
発に取り組んだ。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく必要
がある。

企画政策課 羽村市産業祭において、DV・デートDV
啓発用パネルの展示、デートDV啓発
カードの配布、啓発用ポケットティッシュ
の配布を行い、相談窓口の周知を実施
した。
実施日：平成30年11月3日（土）・4日
（日）
ポケットティッシュ1,000個配布

相談窓口等に関する情報
の市民への提供に努め
た。

関係機関等との連携に努
め、相談窓口の周知に取
り組むとともに、様々な媒
体を活用した情報提供に
取り組んでいく。

進行中

広報広聴課 広報はむら11月1日号に配偶者からの
暴力に対する相談窓口を掲載、また、
パンフレット、相談周知カード等により相
談窓口の周知を図った。

関係機関との連携により、
適切な対応に努めた。

引き続き、関係機関との
連携を図り、迅速に対応し
ていく。

子育て支援課 広報はむら11月1日号に配偶者からの
暴力等の相談窓口について掲載、公共
施設の女性トイレ個室内に相談先等を
記載した携帯カードを設置するなど相
談窓口の周知を図った。

適切に支援の情報が届く
ように広く周知に取り組ん
だ。

引き続き、適切な相談及
び支援ができるように周知
していく。

23 「女性悩みごと相談」
の実施

女性の不安や悩みに適切に対応できる専
門相談を、相談者のプライバシー保護に配
慮して福生市と共同で実施する。

継続 広報広聴課 市民相談の一つとして事業運営を行っ
た。
【羽村市】第1・3・5水曜日
相談件数：46件（うち福生市民1件）
【福生市】第2・4水曜日
相談件数：60件（うち羽村市民13件）

羽村市民が福生市へ、福
生市民が羽村市へ相談に
行くなど、相互利用による
プライバシー面・財政面で
のメリットがあり、これまで
の予約及び相談実績をみ
ても、両市の連携による広
域相談事業の展開によ
り、悩みを抱える女性への
支援の充実を図った。

羽村市と福生市との共同
事業として、今後も、緊密
に連携して事業を実施し
ていく。

進行中

24 緊急一時保護事業等
ＤＶ被害者の支援

東京都や民間機関等と連携しながら、被害
者の保護と自立に必要な支援を行う。

継続 子育て支援課 緊急度に応じて一時保護を実施し適切
な支援に繋げた。
東京都女性センター一時保護件数：6件
民間機関一時保護委託及び案内件数：
5件

関係機関との連携により、
適切な対応を図った。

引き続き、関係機関との
連携を図り、迅速に対応し
ていく。

進行中

施策 主な取組 事　業　名 事業概要 担当課区分
進ちょく
状　況

H30年度実績
実績に対して特記すべきこと

№

ＤＶ・デートDV、リベンジポルノ等の予防と
早期発見に向けて、男女共同参画研修会
の実施や、広報紙やパンフレット等を通じて
広く市民に意識啓発を行う。また、男女共
同参画週間や女性に対する暴力をなくす
運動などの機会を捉えて、パネル展示など
の啓発活動を行う。

広報啓発活動による
意識啓発

21（１）あら
ゆる暴力
の撤廃

①DVおよび
デートDV、リベ
ンジポルノ防止
対策の推進

22 関係機関と連携した
相談窓口の周知

ＤＶ・デートDV、リベンジポルノ等による被
害の早期救済に向けて、広報紙、パンフ
レット、携帯カードなどにより、ＤＶ相談窓口
を周知する。また、男女共同参画週間や女
性に対する暴力をなくす運動などの機会を
捉えて、パネル展示などの啓発活動を行
う。

継続
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要 担当課区分

進ちょく
状　況

H30年度実績
実績に対して特記すべきこと

№

25 ストーカー行為等の
被害者の支援

ＤＶやストーカー行為等の被害者を支援す
るため、住民基本台帳の写しの交付や閲覧
の制限、戸籍の附票の交付制限及び戸籍
届書の記載事項証明書発行等の配慮を行
う。

継続 市民課 母子自立支援員や関係機関との連携を
図りながら、住民基本台帳の写しや戸
籍の附票の交付制限、閲覧台帳からの
削除など、被害者の支援を行った。
対応件数：99件
（新規36件、継続63件）

迅速かつ適正な事務処理
に取り組んだ。

引き続き、関係機関との
連携を図り、迅速に対応し
ていく。

進行中

②ハラスメント防
止対策の推進

26 ハラスメントの防止に
向けた意識啓発

あらゆる場におけるハラスメントの防止に努
めるため、広報紙やパンフレット等により意
識啓発を行う。

継続 企画政策課 広報はむら11月1日号に女性に対する
暴力をなくす運動に関する記事を掲載
し、意識啓発を行った。

男女共同参画に関する情
報発信を広く行い、市民
の意識醸成を図った。

引き続き、市民の意識啓
発に取り組んでいく。

進行中

27 「女性悩みごと相談」
の実施
【再掲　3-(1)-①
No22】

女性の不安や悩みに適切に対応できる専
門相談を、相談者のプライバシー保護に配
慮して福生市と共同で実施する。

継続 広報広聴課

広報広聴課 人権擁護委員による人権身の上相談や
法律相談、また、母子・父子自立支援員
（婦人相談員）を通じての助言・支援等
の相談事業を実施するとともに、必要な
相談窓口との連携を図った。
相談件数：22件

必要な相談体制を維持す
るとともに、相談者が抱え
る問題を解決するための
支援を行った。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら、相談体制の
充実を図っていく。

進行中

子育て支援課 市民相談室と連携し、ひとり親・女性生
活相談での対応や必要に応じて東京都
女性センターに相談を繋げた。
女性悩みごと相談との連携：0件
市民相談との連携：22件
東京都女性センターとの連携：6件

庁内各部署や関係機関と
の適切な連携により相談
者への対応を図った。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら相談体制の充
実を図っていく。

進行中

③子どもに対す
るあらゆる暴力
の根絶に向けた
対策の推進

29 子どもに対するあらゆ
る暴力の予防啓発・
学習機会の充実

子どもに対するあらゆる暴力の根絶に向け
て、広報紙やパンフレット等により意識啓発
を行う。また、児童虐待防止推進月間に合
わせた広報活動を行う。

継続 子育て相談課 （ア）児童虐待防止講演会を実施した。
テーマ：「子どもの虐待～地域で支える
子どもの笑顔～」
実施日：平成30年8月22日（水）
講師：白川美也子氏（こころとからだ・光
の花クリニック院長）
参加者：74人

（イ）健康フェア、保育展でパンフレット
や啓発グッズﾞの配布を行ったほか、広
報はむら11月1日号や市公式サイトに児
童虐待防止月間の記事を掲載した。

（ウ）子ども家庭部職員と窓口部署の有
志職員でオレンジリボンバッジを着用し
た。

市民及び市職員の意識
啓発に取り組んだ。

引き続き、関係機関と連
携しながら、意識啓発に
取り組んでいく。

進行中

継続市が実施している人権擁護委員による相談
や女性悩みごと相談など、各相談窓口相互
の連携や東京都女性相談センターとの連
携を充実する。

相談窓口の相互連携
と関係機関との連携

28
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基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要 担当課区分

進ちょく
状　況

H30年度実績
実績に対して特記すべきこと

№

30 関係機関の連携によ
る子どもへの暴力防
止等に向けた取組み

児童虐待及び非行・不登校等の問題に対
応するため、要保護児童対策地域協議会
を開催する中で、子どもに対する暴力の防
止に取り組む。

継続 子育て相談課
学校教育課

（ア）要保護児童対策地域協議会を開
催した。
代表者会議：1回
実務者会議：3回
個別ｹｰｽ検討会議：30件

（イ）児童虐待防止講演会を実施した。
テーマ：「子どもの虐待～地域で支える
子どもの笑顔～」
実施日：平成30年8月22日（水）
講師：白川美也子氏（こころとからだ・光
の花クリニック院長）
参加者：74人

（ア）要保護児童対策地域
協議会を適宜開催するこ
とにより、虐待や不登校等
の問題を抱える家庭に対
し、関係機関で連携し適
切に対応した。

（イ）児童虐待防止講演会
を実施し、市民や関係者
への意識啓発を図った。

会議や研修会の開催によ
り、子ども家庭支援ｾﾝﾀｰ
を中心とした関係機関の
さらなる連携強化と対応
力の向上を図っていく。

進行中

31 子どもや若者の育成
支援

若年無業者（ニート）やひきこもりなど、若者
の自立をめぐる問題や、児童虐待、いじめ、
不登校、有害情報の氾濫などの課題に対
応するとともに、ひきこもり等の問題を抱える
若者やその家族を支援するため、講演会や
相談会を実施する。

新規 児童青少年課 （ア）ひきこもりに関する講演会を開催し
た。
テーマ：「家庭への支援を学ぶ～ひきこ
もり状況の問題点とその対応～」
実施日：平成31年1月27日（日）
講師：河野　久忠氏（NPO法人青少年
自立援助センター常務理事）
参加者：11人

（イ）相談会については、東京都が実施
している出張相談会に応募したが、採
択されず実施しなかった。

講演会を開催することで、
悩みを抱える子どもや若
者に対し社会の一員とし
て、心豊かで健やかに成
長するよう支援を行った。

相談会については、東京
都事業へ応募すると同時
に、採択されなかった場
合でも、市独自での開催
を検討する。

進行中

①就業・生活の
安定を通じた自
立に向けた取組
み

企画政策課

産業振興課

33 新たな雇用対策の仕
組み作りの検討
【再掲　2-(2)-①
No17】

地方版ハローワークの検討や合同企業説
明会の実施など、地域の実情にあった雇用
対策を推進する。

新規 産業振興課

34 生活困窮者自立相談
支援事業の充実

生活困窮者自立支援制度の周知に努める
とともに、生活の安定と自立の促進に向け
た支援を実施する。

継続 社会福祉課 (ア)関係部署や団体等に周知を行い、
必要に応じて連携して支援を行った。

(イ)自立相談支援事業のほか、任意事
業である家計相談支援事業、子どもの
学習支援事業は利用の周知に努めた
結果、子どもの学習支援事業は利用者
が6人から14人に増加した。

庁内各部署や関係機関と
の適切な連携により、新規
相談件数が増加したほ
か、相談体制の充実が図
れた。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら、相談体制の
充実を図っていく。

進行中

職場への復帰や地域への参画に役立つよ
うな応援講座等の学習機会を提供する。

継続女性のチャレンジ支
援講座等の実施
【再掲　2-(2)-①
No16】

32（２）貧困
など生活
上の困難
に直面す
る人への
支援
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基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要 担当課区分

進ちょく
状　況

H30年度実績
実績に対して特記すべきこと

№

35 「女性悩みごと相談」
の実施
【再掲　3-(1)-①
No23】

女性の不安や悩みに適切に対応できる専
門相談を、相談者のプライバシー保護に配
慮して福生市と共同で実施する。

継続 広報広聴課

②ひとり親家庭
などの親子が安
心して生活でき
る環境づくり

36 関係機関の連携によ
る相談体制の充実

関係機関と連携し、ひとり親家庭などの親
子が安心して暮らせるよう、日常生活に関
すること、養育費についての相談や離婚前
後の法律相談等を行う。

継続 子育て支援課 庁内関連部署と連携して取り組むととも
に、必要に応じて東京都ひとり親家庭支
援センターに相談を繋げた。

庁内各部署や関係機関と
の適切な連携により相談
体制の充実が図れた。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら相談体制の充
実を図っていく。

進行中

ひとり親家庭に対する就業支援や経済
的支援を実施した。
（ア）母子・父子自立支援プログラム事業
児童扶養手当受給者を対象にハロー
ワークと連携し就業による自立を支援す
る事業を実施した。
実施件数：6件

（イ）高等職業訓練促進給付金等事業
指定の国家資格を取得するために養成
機関等で修業する際の生活費の負担軽
減のために給付金を支給する事業を実
施した。
支給件数：6件

（ウ）自立支援教育訓練給付金事業
教育訓練に関する講座を受講した場
合、修了後に受講料の一部を支給する
事業を実施した。
支給件数：2件

（エ）ひとり親支援講演会
ひとり親の自立支援のための講演会を
実施した。
テーマ：「離婚と子ども～子どもの立場
から親の離婚を見る～」
実施日：平成30年9月30日（日）
講師：荒又　和子氏（養育費相談支援セ
ンター主任相談員・元家庭裁判所調査
官）
参加者：9名

ひとり親の就業や経済的
な自立を支援することがで
きた。

引き続き、適切な支援が
できるように、積極的な周
知を図っていく。

進行中37 ひとり親家庭などの就
業支援事業等の充実

ひとり親家庭が経済的に自立し生活の安定
が図れるよう、就業支援や経済的支援を行
う。

継続 子育て支援課
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点

（１）男女
共同参画
意識の啓
発

①男女共同参画
に関する広報・
啓発の推進

38 広報啓発活動による
意識啓発

男女共同参画意識の普及浸透を図るた
め、広報紙、公式サイト、パンフレット等によ
る意識啓発を行う。
また、男女共同参画週間などの機会を捉え
て、ティッシュ配布やパネル展示などの意
識啓発を行う。

継続 企画政策課 （ア）男女共同参画週間及び女性に対
する暴力をなくす運動に合わせ、広報
はむら6月1日号、11月1日号への啓発
記事の掲載や、テレビはむらでのお知ら
せを行った。

（イ）男女共同参画週間に合わせ、羽村
駅・小作駅で啓発用ポケットティッシュを
配布した。
実施日：平成30年6月21日（木）
配布数：1,500個

（ウ）広報はむら3月1日号に、「Weaveは
むら」の特集として、「羽村から海を渡
り、アメリカからケニアへ～海外で得た"
強さ"と"POLE POLE（ポレポレ）"な気持
ち～」をテーマとした記事を掲載した。

（エ）広報はむら12月15日号、1月15日
号、2月1日号に男女共同参画に関する
ミニコラムを計3回掲載した。

男女共同参画週間や
様々な機会を通じて、広
報はむら、テレビはむらを
活用し、広く市民に意識
啓発を行った。

今後も、情報収集に努
め、継続して意識啓発を
行っていく。

進行中

②男女共同参画
を推進する学習
の充実

39 男女共同参画に関す
る研修会の実施

男女共同参画週間等にあわせて、男女共
同参画に関する研修会を実施する。

継続 企画政策課 男女共同参画研修会を実施した。

テーマ「何歳になってもますます輝く人
生を　～人生100年どう生きますか～」
実施日：平成30年8月10日（金）
講師：福沢　恵子氏（ジャーナリスト・（公
財）日本女性学習財団理事）
参加者：25人

性別や年齢、家族構成に
かかわらず、どのような働
き方や生き方をしていくの
かについて学び・考える
機会を提供した。

様々な視点から、男女共
同参画に関する研修会を
継続して実施していく。

進行中

40 女と男、ともに織りな
すフォーラムの開催

市民による実行委員会との協働により、男
女共同参画の視点を取り入れたテーマを設
定し、フォーラムを開催する。

継続 企画政策課 市民の男女共同参画に対する意識の
高揚を図るため、市民による実行委員
会との協働で、フォーラムを実施した。

テーマ「笑って考えよう！仕事のこと、家
庭のこと、未来のこと　～思いやりとコ
ミュニケーションで、だれもが自分らしく
生きる社会へ～」
実施日：平成31年1月27日（土）
登壇者：瀬地山　角氏（東京大学教授）
参加者：36人

市民の意識醸成や男女
共同参画の推進を図っ
た。

今後も、多くの方に参加し
てもらえるよう、内容や時
間帯を工夫するとともに、
広く周知を図っていく。

進行中

担当課
進ちょく
状　況

区分
実績に対して特記すべきこと

H30年度実績施策 主な取組 事　業　名№ 事業概要
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点
担当課

進ちょく
状　況

区分
実績に対して特記すべきこと

H30年度実績施策 主な取組 事　業　名№ 事業概要

（２）男
性、子ど
もにとっ
ての男女
共同参画
の理解の
促進

①男性にとって
の男女共同参画
に関する広報・
啓発

41 広報啓発活動による
意識啓発

固定的な男性像からの脱却など、男性に
とっての男女共同参画の意義について男
性の理解を深めるため、広報紙、公式サイ
ト、パンフレットなどにより意識啓発を行う。

継続 企画政策課 広報はむら6月1日号（男女共同参画週
間）、12月15日号（ミニコラム）やテレビ
はむらの番組を通じた意識啓発を実施
した。
「国際比較、日本の男性の家事・育児参
加は」（Vol.6　平成30年12月15日号）

広く市民に意識啓発を
行った。

引き続き、市民への意識
啓発を行っていく。

進行中

42 男の料理教室の実施 男性を対象に、調理技術の習得と健康づく
りの啓発を目的とした料理教室を実施する
際に、男性が家庭生活に積極的に参画で
きるような意識啓発を行う。

継続 健康課 男性を対象とし、栄養の知識や調理技
術の習得を目的とした「男の料理教室
（メンズキッチン）」を年2回開催した。
実施日：6月27日（木）、11月13日（火）
参加者：延べ32人

男性の調理技術の習得を
図るほか、生活習慣病の
予防に関する健康教育を
実施した。

本事業は、比較的年代が
高い層の参加者が多いた
め、子育て世代等、幅広
い世代の方の参加が増え
るよう、献立や周知の方法
を検討していく。

進行中

43 一日生活教室の実施 より多くの男性の参加を促し、生活技術の
習得をめざした講座・教室等を実施する。

継続 産業振興課 男性を対象にした料理教室を開催し
た。
テーマ：「親父の料理～かたまり肉で豪
快に！～」
実施日：平成30年12月1日（土）
参加者：9人

食材に目を向けることや、
準備や後片付けも、料理
の一部と考え、賢く調理す
ることを学ぶ機会の提供
に取り組んだ。

引き続き、男性の生活技
術の習得を援助していく。

進行中

②男性の子育
て・介護への参
画の支援・促進

44 男性の子育て・介護
への参画支援に関す
る周知・啓発

男性が、仕事などとの両立を図り、前向きに
家事や育児、介護に参画できるよう、育児・
介護休業の取得促進や支援制度の周知を
行う。

継続 企画政策課 広報はむらに男女共同参画に関するミ
ニコラムを掲載し、周知した。
「国際比較、日本の男性の家事・育児参
加は」（Vol.6　平成30年12月15日号）

ミニコラムを通じて、男性
のワーク・ライフ・バランス
の重要性を周知した。

引き続き、市民への周知
を行っていく。

子育て相談課 母子健康手帳交付の際に「父親ハンド
ブック」等を配布し、支援制度の周知を
行った。

男性に対し、子育て支援
サービス等の周知に努め
た。

引き続き、実施していく。

高齢福祉介護課 利用者の配偶者、子等、男性の介護に
関する相談対応を行った。

男性の介護に関する相談
対応に努めた。

今後、さらに相談対応の
充実を図っていく。

45 子育て力向上のため
の支援

子育てに関する不安や悩みを軽減し、子育
て力の向上が図れるよう、育児や家事に追
われがちな両親が共に参加できる子育て講
座を開催する。

新規 子育て相談課
企画政策課
健康課

子育て中の保護者と子どもたちを対象
に、父親の育児・家事参加を促し、親子
の触れ合いの場の提供と、家族の健康
づくりに役立つ知識と実践法の普及啓
発を図り、男女共同参画に関する認識
を深めることを目的に、子育て相談課・
企画政策課・健康課が連携し「パパ・マ
マ講座（みんなで楽しむ子育て講座）」
を実施した。
実施日：平成30年12月15日（土）
参加者：6家族20人

事業を通じて、子育て世
代への男女共同参画に関
する意識啓発と、子育て
に関する知識・実践方法
等の提供に取り組んだ。

庁内各課と連携し、引き
続き、より効果的な講座を
実施していく。

生涯学習センターゆと
ろぎ

男性の育児参加を促し、家族の絆や思
い出作り等を支援するため、図書館と連
携したママパパ講座を実施した。
テーマ：「おひるねアート～わが子の思
い出作り」（図書館ボランティアによる「ミ
ニおはなし会を合わせて実施」）
実施日：9月1日（土）
参加者：31人

親子で参加し時間を共有
することで、子育ての楽し
さや夫婦で協力することの
大切さを学ぶ機会を提供
し、意識啓発に努めた。

今後も、市民ニーズを捉
えながら、様々な視点で
子育て支援に繋がる事業
を実施し、多くの方が参加
できるよう検討する。

進行中

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点
担当課

進ちょく
状　況

区分
実績に対して特記すべきこと

H30年度実績施策 主な取組 事　業　名№ 事業概要

子育て相談課 市内児童館で子育て相談を実施した。
相談件数：延べ317件

身近な場所で土・日曜日
も相談に応じることができ
た。

引き続き、実施していく。

健康課 乳幼児を持つ親が安心して子育てがで
きるよう、育児相談を開催した。
実施回数：毎月1回（年12回）
来所者数：延べ546人

育児相談や乳幼児健診
において両親で来所した
際に、父の持つ悩みにも
耳を傾け相談に対応し
た。

今後も、両親の不安や悩
みの軽減に繋がるよう相
談事業の充実に努めてい
く。

47 子育てひろば事業の
充実

父親・母親がともに参加できるよう、地域子
育て支援センターや児童館などの、身近な
施設における子育て相談や親子参加型講
座の充実を図る。

継続 子育て相談課
児童青少年課

（ア）地域子育て支援ｾﾝﾀｰ(太陽の子・
たつの子)、児童館(中央･西･東)で子育
て相談のほか、親子参加型講座を実施
した。

【地域子育て支援センター】
子育て相談：延べ200件
講座開催70回：延べ469組936人
【児童館】
子育て相談：延べ317件
講座サタデーおしゃべり場：14組34人

（イ）羽っぴーカレンダーの作成：12回

子育て中の親子の交流の
場を提供し、身近な場所
での子育て相談が実施で
きた。羽っぴーカレンダー
の作成により、ひろば事業
をわかりやすく周知でき
た。

子育て世代包括支援セン
ターとして、地域子育て支
援センターや児童館と連
携を図りながら、引き続
き、実施していく。

進行中

48 家族介護支援事業の
実施

高齢者を在宅で介護している家族等が、介
護者同士の情報交換を行ったり、介護知識
を習得できるよう、介護支援事業を実施す
る。

継続 高齢福祉介護課 家族介護交流会を3回実施した。
実施日：平成30年7月13日（金）、11月
13日（水）、平成31年2月13日（火）
参加者：延べ17人

介護者同士が語り合うこと
で、互いに励まし合い、ス
トレスや孤立の軽減に努
めた。

周知を継続し、より多くの
方に利用していただける
よう努めていく。

進行中

49 新しい介護予防・日
常生活支援総合事業
等の実施

介護保険法の改正により、予防給付として
提供されている訪問介護および通所介護
を、市が行う地域支援事業に移行し、新し
い介護予防・日常生活支援総合事業を実
施する。また、男性が介護に積極的に携わ
れるよう、相談業務の充実に努める。

継続 高齢福祉介護課 介護予防・生活支援サービスのうち、住
民主体のサービスを開始した。
【訪問型サービス】
家事サポートサービス利用件数：156件
【通所型サービス】
通所型サービスを実施するボランティア
団体1団体に活動補助金を交付した。

事業の活用について、地
域包括支援センターに情
報提供し、事例ごとに対
応した。

事業利用の推進のため
に、地域包括支援セン
ターとの連携強化に努め
る。

進行中

50 子育て・介護支援図
書の充実

子育てや介護に関する図書や資料を収集
し、男性の子育てや介護への参画支援に
努める。

継続 図書館 図書館１階の入口に一番近い場所に子
育て支援図書コーナーを設け、子育て
支援に関する図書資料や、子育てに関
するパンフレット等を設置した。この他、
介護に関する資料も積極的に収集し
た。
子育て支援コ―ナー蔵書数：4,094冊

子育て・介護ともに多く利
用されている。

今後も、子育てや介護に
かかわる方々の参考とな
るような資料の収集を継
続していくとともに、利用
者層を広げられるよう、展
示方法等工夫していく。

進行中

③子どもの頃か
らの男女共同参
画についての理
解の促進

51 男女共同参画に関す
る教育の充実

教育活動全般で、「人権教育プログラム（学
校教育編）」を活用し、男女の相互理解と協
力の重要性等を認識した男女共同参画教
育を実施するとともに、教科書選定時に、男
女共同参画の視点を取り入れた選定を行
う。

継続 学校教育課 人権教育年間指導計画に位置付け、主
に道徳の時間で小学校5・6年生及び中
学校1～3年生において、男女共同参画
教育を実施した。また、教科用図書の採
択にあたっては、男女平等の観点からも
採択を行った。

小学校低学年から特別活
動等において、男女平等
教育の視点に立った指導
を行った。また、男女平等
の観点からも教科書を調
査・研究し、採択時の参考
とした。

発達段階に応じた指導が
大切であることから、今後
も、指導内容の改善を図り
ながら指導していく。ま
た、引き続き、男女平等の
観点からも教科書の調
査・研究を行う。

進行中

進行中継続46 父親が子育てに積極的に携われるよう、相
談事業の充実に努める。

子育て相談事業の実
施
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

①ワーク・ライフ・
バランスに関す
る意識の普及啓
発

52 ワーク・ライフ・バラン
スに関する意識啓発

ワーク・ライフ・バランスについての理解が
広がるよう、広報紙やパンフレット等による
意識啓発を行う。

継続 企画政策課 （ア）羽村市産業祭において、啓発用ポ
ケットティッシュを配布し、ワーク・ライフ・
バランスに関する啓発活動を行った。
実施日：平成30年11月3日（土）・4日
（日）
ポケットティッシュ配布数：500個

（イ）広報はむら1月15日号にミニコラム
を掲載し、意識啓発を実施した。
「自分にとってのワーク・ライフ・バランス
を考える」（Vol.7　平成31年1月15日号）

市民や事業者に対する意
識啓発に努めた。

引き続き、市民や事業者
に対する意識啓発に取り
組んでいく。

進行中

企画政策課 国・東京都の取組み等の情報収集を行
い、企業メール配信サービス等におい
て情報提供を行った。

情報収集に努めるととも
に、企業メール配信サー
ビスを通じて、広く市民に
対する意識啓発に努め
た。

引き続き、国や東京都の
取組み等の情報収集を行
い、周知に努めていく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスで、セミナー等
の情報提供を行った。
配信起業数：121社
配信回数：17回

事業者に対する最新情報
に努めた。

最新の情報収集に努め、
啓発活動を推進していく。

③働きやすい職
場環境づくりの
推進

企画政策課 国・東京都の取組み等の情報収集を行
い、企画政策課窓口でパンフレット等を
配布したほか、関連部署に情報提供を
行い、広く周知を依頼した。

情報収集に努めるととも
に、パンフレットの配布等
を通じて、広く市民に対す
る意識啓発に努めた。

引き続き、国や東京都の
取組み等の情報収集を行
い、周知に努めていく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスで、セミナー等
の情報提供を行った。
配信企業数：121社
配信回数：17回

事業者に対する最新情報
に努めた。

最新の情報収集に努め、
啓発活動を推進していく。

55 労働相談の充実 東京都労働相談情報センター等の関係機
関や市内の社会保険労務士等との連携を
図り、従業員の労務雇用管理等について
の相談の充実に努める。

継続 産業振興課 東京都等の関係機関からのリーフレット
等による情報提供に努めた。また、市内
の社会保険労務士有志によるネットワー
ク「社労士ネット羽村」と連携し、市内の
中小企業からの個別の相談に対応し
た。さらに、ビジネスハンズオン支援事
業により、社労士・行政書士等との連携
を強化し、個別の企業課題に対応でき
る体制を構築するとともに、合同相談会
を実施した。

市民が必要な時に必要な
情報を収集できるよう情報
提供を行い、働きやすい
環境づくりに関する啓発
を行った。

最新の情報を提供できる
よう、情報収集に努め、引
き続き、実施していく。

進行中

56 総合評価方式による
競争入札の実施

市が発注する工事について、競争入札参
加者が、ワーク・ライフ・バランスまたは男女
共同参画等に関する活動を実施している
場合に、価格以外の評価項目として評価点
を与える評価方式を実施する。

継続 契約管財課 総合評価方式による競争入札における
「価格以外の評価項目及び評価点」に
事業概要の内容を盛り込んでいるが、
平成30年度は総合評価方式を導入す
る案件はなかった。

事業所の男女共同参画
等に関する取組みについ
て、情報収集を行った。

今後も、継続して、各事業
所における男女共同参画
の取組みに対する情報収
集を推進していく。

進行中

施策 主な取組 事　業　名 事業概要№

継続事業者に対し、職場における両立支援を推
進するため、育児・介護休業や部分休業に
関する休暇制度や長時間労働の抑制、働
き方の見直しなどについて周知するととも
に、先進事例等の把握・情報提供を行う。

事業所への両立支援
に関する周知・啓発

53

（１）ワー
ク・ライ
フ・バラン
スに関す
る広報・
啓発の推
進

②職場における
仕事と家庭・地
域との両立支援
の取組みの促進

進ちょく
状　況

区分 H30年度実績担当課
実績に対して特記すべきこと

54 事業所への法令・制
度等に関する周知・
啓発

男女雇用機会均等法や育児・介護休業法
などの労働関係法令や制度等について、
広報紙やパンフレット等を活用した啓発活
動を行う。

継続
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要№

進ちょく
状　況

区分 H30年度実績担当課
実績に対して特記すべきこと

（２）仕事
と生活の
両立支
援

①切れ目のない
子育て支援

子育て相談課 妊娠・出産・子育て包括支援拠点とし
て、総合的相談支援を実施した。
総合相談：1,761件
妊婦面接：410件
育児パッケージ配布：379件
支援プラン作成：299件

妊娠届出時の面接を通し
て必要に応じ支援プラン
を作成し、継続的な支援
を実施した。

特定妊婦として支援プラ
ンを作成した件数は増加
傾向にあることから、健康
課や他関係機関と連携を
強化し切れ目のない支援
の提供を行っていく。

進行中

健康課 （ア）子育て相談課と連携を図り、支援
が必要な方について保健師が妊娠期か
ら継続して訪問や面接等を行った。

（イ）毎月2回母子カンファレンスを実施
し、情報共有を図った。

子育て相談課と連携を図
りながら情報の共有や支
援の方向性を検討し、切
れ目のない支援に努め
た。

引き続き、子育て相談課と
連携を図りながら事業の
円滑実施に努めていく。

58 妊婦健康診査および
乳児家庭全戸訪問の
充実

子どもの健やかな発育を支援するため、妊
娠中から産後における健康診査や訪問指
導を実施する。また、妊娠期から子育て期
にかけての相談体制の充実を図る。

継続 子育て相談課 乳児家庭全戸訪問事業を実施した。
訪問数：324人（訪問率94%)
出生数：345人

赤ちゃんの発育・発達や
産婦の心身の状況を確認
をし、情報提供や相談支
援を行うことができた。

引き続き、訪問率の向上
と必要に応じた適切な支
援の提供に努めていく。

進行中

健康課 （ア）妊婦健康診査を実施した。
受診者数：2,459人

（イ）子育て相談課と連携した乳児家庭
全戸訪問の実施
訪問数：324人（訪問率94%)
出生数：345人

子育て相談課と連携を行
い、リスク要因が重複する
妊婦に対し、担当保健師
が妊婦健診の受診勧奨
や家庭訪問を実施し、切
れ目のない支援に努め
た。

引き続き、子育て相談課と
連携を図りながら事業の
円滑実施に努めていく。

57 妊娠・出産・子育て包
括支援拠点（子育て
世代包括支援セン
ター）の運営

妊娠・出産期から子育て期までのさまざま
なニーズに対して、妊娠・出産・子育て包括
支援拠点を設置し、切れ目のない総合的
相談支援を効果的に実施する。

継続
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要№

進ちょく
状　況

区分 H30年度実績担当課
実績に対して特記すべきこと

59 発達支援体制の充実 乳幼児期から成人期までの切れ目のない
発達支援を行うため、保健・医療・福祉・教
育などの各分野が連携し、組織横断的な体
制を構築する。

継続 子育て相談課
子育て支援課
障害福祉課
健康課
学校教育課
教育支援課
教育相談室

平成30年度から臨床心理士に加え言語
聴覚士を雇用し、発達支援体制の充実
を図った。
（ア）幼稚園・保育園等巡回相談を実施
した。（23園対象）
訪問件数：定期・フォロー計87回
個人相談：延べ177件

（イ）発達相談員による相談「ちょこっと
広場」を実施した。
こころ・ことば・からだの相談：延べ51件

（ウ）発達支援体制を検討するプロジェ
クトチーム検討会議を実施した。
全体会：4回
実務者会議：7回

（エ）啓発事業を実施した。
講演会（1回）の開催及びリーフレットを
作成した。
テーマ：「発達についての学びと連携～
あなたもチームサポーターになろう～」
実施日：平成30年6月28日（木）
講師：藤原　里美氏（臨床発達心理士、
（一社）チャイルド・フッドラボ代表理事）
参加者：126人

発達支援体制の充実のた
めの事業を計画通り実施
するとともに、各事業や関
係機関との連携上の課
題、今後の対応案等を検
討した。

乳幼児期から成人期まで
の切れ目のない発達支援
の強化を図るため、発達
支援体制プロジェクトチー
ムの充実を図る。
子育て相談課で新たに開
始した連携コーディネー
ター事業については、関
係各所との連携を密に行
いながら、望ましい体制の
在り方やより良い事業運
営、連携方法等について
検討していく。
また、福祉サービスを利
用する、支援が必要な方
に対し、関係各課と連携
し、生活の充実を図ること
ができるよう、引き続き、検
討する。

進行中

②多様な働き方
への支援

60 民間保育園等におけ
る保育の質の向上に
向けた支援施策の実
施

保育人材の確保、保育士の業務負担の軽
減等を図ることにより、保育環境の充実、保
育・幼児教育の質の更なる向上を図る。

新規 子育て支援課 保育従事職員宿舎借り上げ支援事業を
開始し、保育人材の確保、定着及び離
職防止を図り、保育の質の向上に資す
る支援を行った。

事業者に対し、補助を行
うことにより、保育人材の
確保、離職防止に寄与す
ることができた。

引き続き、事業を実施して
いく。

進行中

61 民間保育園施設整備
の支援

低年齢児の定員拡大など、待機児童の状
況に応じた定員変更を行うため、民間認可
保育園の園舎整備に対して財政的な支援
を行う。

新規 子育て支援課 認可保育園1園の施設整備を行い、平
成31年4月より0、1、2歳児の定員6人の
拡大を図った。

保育需要の多い低年齢
児の定員拡大により、保
育環境の充実を図った。

認可保育員1園の施設整
備により、市内認可保育
園の施設整備が完了し
た。

完了

62 認証保育所事業の運
営支援

多様化する保育ニーズに対して、民間事業
者が行う既存の認証保育所事業を支援す
る。

継続 子育て支援課 （ア）市内在住児童が利用する認証保
育所の運営支援を行った。
利用児童：延べ501人

（イ）認証保育所利用者負担軽減補助
金を交付し、保護者の育児に伴う負担
軽減や子育てと就労の両立支援を実施
した。
該当児童数：37人

多様な保育サービスの提
供により、保護者の子育
て及び就労の両立支援を
図った。

事業のPRを行いながら、
今後も、事業を継続して
いく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要№

進ちょく
状　況

区分 H30年度実績担当課
実績に対して特記すべきこと

63 多様なニーズに対応
した保育事業の実施

多様なニーズに対応する保育サービスの
充実を図る。

継続 子育て支援課 子ども・子育て支援事業計画の改訂に
向けて、市民ニーズを的確に捉えるた
めニーズ調査を実施した。

市民ニーズの把握に努め
た。

令和元年度で次期子ど
も・子育て支援事業計画
を策定し、需要に応じた
保育サービスを実施して
いく。

進行中

64 ファミリー・サポート・
センター事業の推進

協力会員と利用会員が支え合いながら、地
域で子育てを行うことを推進し、仕事と育児
の両立を支援する。

継続 子育て相談課 社会福祉協議会に委託し事業を実施し
た。
協力会員：71人
利用会員：186人
両方会員：10人
利用回数：406回

利用者のニーズに合わせ
た支援が実施できた。

会員確保と多様なニーズ
への対応ができるよう、研
修の充実を図る。

進行中

65 学童クラブ事業の充
実

仕事と育児の両立支援として、学童クラブ
事業の充実を図る。

継続 児童青少年課 市内で12学童クラブを開設し、仕事と育
児の両立支援を行った。4月当初は計9
名の待機児童が発生し、そのうち１名が
東児童館の放課後サポート事業を利用
したが、待機児童は10月末には解消さ
れた。
平成30年度中に2回の庁内検討委員会
を開催し、学童クラブの運営方法等に
ついて検討した。

仕事と育児の両立するた
めの支援を行った。

今後の運営方法及び待
機児童対策について検討
していく。

進行中

66 保育所の適正な運営
の確保

保育所運営費等や保育士の処遇改善など
について、適切な見直しを行うよう国・東京
都へ働きかける。

継続 子育て支援課 保育所の施設整備費や運営費、保育
士の確保や処遇改善について、適切な
対応を行うよう全国市長会を通じて国へ
要望した。東京都においても、国へ要
望している。

保育サービスや保育所の
運営など、質の改善が図
られた。アレルギー児や
障害児等、多様なニーズ
に対応した児童を受け入
れる施設への補助や保育
士確保のための補助制度
の拡充については、国や
都へ要望しており、引き続
き、要望していく。

適切な対応が図られるよ
う、引き続き、要望してい
く。

進行中

③介護のための
支援体制の充実

67 広報などを利用した
制度の周知

パンフレットや広報紙、公式サイトを活用す
るとともに、出前講座などを通じて介護や福
祉の制度を周知する。

継続 高齢福祉介護課 窓口でのパンフレットの配布や広報は
むらへの掲載、市公式サイトの更新等を
行った。

パンフレットの配布や広報
等により、制度の周知を
図った。

引き続き、わかりやすい介
護保険制度の周知に取り
組んでいく。

進行中

68 地域包括支援セン
ターを中心とした総合
的な支援

地域包括支援センターの増設を行い、介
護保険事業とともに保健・医療サービス、そ
の他の地域の様々な資源を活用し、家族
介護者への支援も含めた包括的・継続的な
支援を行う。

継続 高齢福祉介護課 市直営で行っていた地域包括支援セン
ター1か所について、10月より新たに業
務を委託した。このことで、市内の地域
包括支援センター3か所は全て委託型
となった。
なお、委託に伴い、事業やケースにつ
いて円滑な引継ぎを実施した。

高齢者への総合的な生活
支援の充実を図った。

今後は、地域支援事業の
推進のため、地域包括支
援センターの統括に努め
る。

進行中

69 家族介護支援事業の
実施
【再掲 4-（2）-②№
48】

高齢者を在宅で介護している家族等が、介
護者同士の情報交換を行ったり、介護知識
を習得できるよう、介護支援事業を実施す
る。

継続 高齢福祉介護課
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70 介護予防リーダーの
育成

男性の参加を促進し、地域の人材の中か
ら、介護予防の知識や情報を伝えるリー
ダーを育成するとともに、地域集会施設な
どの活用により、介護予防の取組みを地域
に広める。

継続 高齢福祉介護課 （ア）介護予防リーダー育成研修を実施
した。
受講者：8名（うち男性2名）

（イ）市内10会館を会場に、介護予防
リーダーが運営する体操教室の支援を
実施した。
介護予防リーダー参加者数：44名(うち
男性2名）

一般市民における介護予
防リーダーの育成を図っ
た。

今後も、総合事業におけ
る住民主体の支援活動の
担い手となる介護予防
リーダーを育成し、市内全
域にわたって介護予防事
業を展開していく。

進行中

71 徘徊高齢者探索サー
ビス事業の実施

高齢者の徘徊などによる家族の心労や負
担を軽減するため、徘徊高齢者探索サービ
ス事業を実施する。

継続 高齢福祉介護課 徘徊高齢者に対して、探索サービスを
実施した。
登録者：2人
発報件数：0件

徘徊高齢者の安全確保
や家族の負担軽減を図っ
た。

引き続き、事業の周知に
取り組んでいく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点

①地域活動への
参画促進

（ア）はむら若者“輝”会議を実施した。
若い世代の参画の促進とその意見を市政
に反映していくとともに、市政への参加意
欲を醸成することを目的として、会議7回、
個別プロジェクト1回を実施した。
　・個別プロジェクト「はむらガチャ
トーーーーク！！～若者による羽村の未
来づくり～」
　実施日：平成30年10月25日（木）
　参加者：14人（男性11人、女性3人）

（イ）都立羽村高等学校連携事業「はむら
まちづくりワークショップ」を実施した。
高校生活の3年間を過ごす羽村市につい
て主体的に考える機会を創出するととも
に、市に対する考えやアイデアを生徒同
士で話し合う中で、まちづくりに関する興
味や関心を醸成し、市民参画のきっかけと
なるよう実施した。
実施日：平成30年12月11日（火）・12日
（水）
参加者：都立羽村高等学校2年生（261
人）

（ア）事業を通じて、若者
の市政参画を促すための
仕組みや手法について検
討した。会議の場だけで
はなく、実際にイベント（個
別プロジェクト）を会議メン
バーが主体的に企画・運
営することで、より深い検
討をすることができた。

（イ）参加した生徒が羽村
市に興味を持ち、まちづく
りについて考えることで、
市民参画のきっかけを作
ることができた。

（ア）会議メンバーの負担
をなるべく減らし、若い世
代が楽しみながら会議に
参加し、市政参画を促す
仕組みや手法について検
討することができるよう、内
容の工夫を行いながら、
充実を図っていく。

（イ）都立羽村高等学校や
ファシリテーターと調整を
図りながら、内容の充実を
図っていく。

進行中

（ウ）プラチナ未来スクール（東京都市長
会助成金事業）
年代を問わず、地域の人材を活用した
地域コミュニティの活性化につなげるた
め、対話の場づくりに役立つ「ファシリ
テーション」を学ぶ講座を、青梅市と共
同で実施した。
実施日：平成30年9月22日（土）、10月
17日（水）・31日（水）、11月14日（水）、
12月1日（土）・22日（土）、平成31年1月
26日（土）
参加者：延べ89人（全7回）

（ウ）若者、シニア層など、
幅広い層の参加があり、
参加者からは「地域活動
の場で活かしたい」などの
意見をいただいている。
実践的な講習とすること
で、地域活動の人材育成
が図られた。

（ウ）引き続き、地域コミュ
ニティの活性化につなが
るよう、事業内容の充実を
図りながら実施していく。

地域振興課 地域コミュニティの中核である町内会・
自治会の活動支援を行い、男女の地域
活動への参加が促進された。

全ての町内会・自治会で
各種事業の活動が活発に
行われ、男女の活躍、住
民同士の交流が図られ
た。

女性役員のなり手が少な
いという現状があるため、
女性が役員に立候補しや
すい環境をつくる支援を
行っていく。

進行中

高齢福祉介護課 各高齢者クラブ（31クラブ）や高齢者クラ
ブ連合会に対して補助金を交付し、活
動を促進した。また、高齢者クラブ連合
会女性部が行う研修などを支援した。

社会奉仕活動や友愛訪
問活動、健康づくり活動な
どの活動費の一部を助成
することで、高齢者クラブ
への支援を図った。

高齢者の健康、生きがい
づくり活動の推進は重要
であることから、引き続き、
支援していく。

新規 地域振興課72

施策 主な取組 事　業　名 事業概要

（１）地域
活動にお
ける男女
共同参画
の推進

73 地域活動への支援 地域コミュニティの基幹である町内会・自治
会や老人クラブ等の活動支援を行い、地域
活動への参加を促進する。

№
進ちょく
状　況

区分 H30年度実績
実績に対して特記すべきこと

若い世代がまちづくりや地域コミュニティを
担う人材として活躍することができるよう、ま
ちづくりへの参加の機会の検討・提供に取
り組む。

若い世代のまちづくり
への参加の機会の検
討・提供

継続

担当課
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要№

進ちょく
状　況

区分 H30年度実績
実績に対して特記すべきこと

担当課

地域振興課 （ア）市民活動団体等の相談業務の実
施
相談件数：113件

（イ）市民活動団体交流会の開催
実施日：平成31年2月21日（木）
参加者：28団体（35人）

団体設立等の市民活動に
関する相談業務を行うほ
か、市民活動団体を対象
とした交流会を開催し、団
体間の交流・連携を深め
るなど、男女がともに市民
活動を図れるよう支援に
取り組んだ。

継続して実施していく。 進行中

生涯学習総務課 （ア）生涯学習に関する情報提供のツー
ルとして「団体・サークルガイド」、「はむ
ら人ネットガイド」の発行及び市公式サイ
トへ掲載し、市民や団体に対して情報
提供を行った。
・団体・サークルガイド：500部
・はむら人ネットガイド：325部

（イ）社会教育関係団体やはむら人ネッ
ト登録者を講師に初心者講座を実施し
た。
①「チョークアートでお正月のウェルカム
ボードを作ろう」
実施日：平成30年12月1日（土）・8日
（土）
講師：髙岡　理恵氏（RIE's ART
FACTRY）
参加者：18人
②「和紙を使った蛇腹のオリジナル手帖
作り」
実施日：平成31年3月16日（土）・23日
（土）
講師：ブンセイ北上氏（はむら人ネット登
録指導者）
参加者：7人

新たな学習や活動を求め
る市民への情報提供や団
体活動の活性化の一助と
なるよう、支援に取り組ん
だ。

団体等の更なる発展・充
実を図るため、引き続き、
ガイドの発行や初心者講
座等を実施し、新たな社
会教育関係団体の創設
や既存団体の発展、充実
に取り組む。

生涯学習センターゆと
ろぎ

（ア）社会教育関係団体等を対象とした
使用料の減額規定を設け、活動の支援
を行った。

（イ）第49回羽村市文化祭を実施した。
実施日：10月6日（土）～11月3日（土）
展示発表：30団体・3連盟・2個人
ホール発表：46団体及び、小中学生音
楽フェスティバル
来場者：20,704人

（ア）使用料を減額するこ
とで活動を支援した。

（イ）羽村市文化祭は日頃
の文化活動の発表の場と
して開催し、市の芸術文
化の振興と市民同士の交
流に寄与した。

文化団体の高齢化等によ
活動の縮小が課題となっ
てることから、次年度羽村
市文化祭は第50回を迎え
るため特別企画等を実施
し、これを契機に文化団
体の増加、活動の活性化
を図っていく。

継続74 NPO法人や市民活動
団体、社会教育関係
団体などへの活動支
援

NPO法人や市民活動団体の設立や活動を
支援するとともに、他団体との協働の機会
や市の事業などでの成果発表の場を提供
するなど、学習や活動の成果を社会で活か
せるように支援を行う。
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要№

進ちょく
状　況

区分 H30年度実績
実績に対して特記すべきこと

担当課

75 市民活動講座の実施 地域活動などの分野で男女がともに参画で
きるよう、地域活動講座を実施する。

継続 地域振興課 市民活動講座などを3回開催した。
①「外国人おもてなし語学ボランティア」
育成講座（東京都との共催事業）
実施日：平成30年7月4日（水）・11日
（水）、18日（水）
参加者：27人（男性8人、女性19人）
②「高齢者等の方などの皆さんを応援
するために～特殊詐欺から守るプログラ
ム講座～」（NPO法人市民パトロールセ
ンターはむらとの共催事業）
実施日：平成31年3月2日（土）
講師：福生警察署生活安全課署員
参加者：52人（男性32人、女性20人）
③「人が集まる講座とチラシの作り方」
実施日：平成31年2月17日（日）
講師：坂田　静香氏（NPO法人男女共
同参画おおた理事長）
参加者：21人（男性2人、女性19人）

男女共同参画が図られる
よう、市民活動講座を実
施し、市民活動意識の向
上が図られた。

継続して実施していく。 進行中

76 市民ボランティアの育
成と支援

ボランティアの質を高め、ボランティア活動
が積極的に行えるよう、各種市民ボランティ
アの養成講座などを実施する。

新規 地域振興課 市民活動講座を2回実施した。
①「外国人おもてなし語学ボランティア」
育成講座（東京都との共催事業）
実施日：平成30年7月4日（水）・11日
（水）・18日（水）
参加者：27人（男性8人、女性19人）
②日本語ボランティア入門講座（羽村市
後援事業）
実施日：平成30年10月13日（土）
参加者：4人（女性4人）

講座を通じて、ボランティ
アに関する知識を学ぶほ
か、ボランティア活動の意
識向上が図られた。

継続して実施していく。 進行中

77 シルバー人材セン
ター事業への支援

施設の提供や運営費の助成を通じて、高
齢者の就労を支援し、男女の社会参加を促
進する。

継続 高齢福祉介護課 高齢者が健康で生きがいを持って就業
できるよう、運営費の一部を助成した。
会員数：654人（男性421人、女性233
人）
就業実人員：551人
就業率：78.9％
就業延人員：17,660人
【派遣事業】
実人員：587人
延人員：6,419人
就業率：9％

就業率が前年度より伸
び、雇用機会の拡充が図
られたと考えられる。また、
就業相談や安全推進委
員を配置したことで、会員
の健康増進や事故防止に
努めた。

今後も、シルバー人材セ
ンターの運営費の一部を
助成するとともに、高齢者
の就業分野の拡大に向け
た取組みを支援していく。

進行中

78 小地域ネットワーク活
動の支援

地域住民が主体となって、支え合いや見守
りなどの実践活動を行う小地域ネットワーク
活動を支援する。

継続 社会福祉課 小地域ネットワーク活動を推進する羽村
市社会福祉協議会に対して助成金を交
付することで、活動の支援を行った。
助成団体：37団体

地域住民を主体とした支
え合いや見守り活動を支
援することができた。

平成29年度から、2地区が
活動停止となった。活動
再開が今後の課題であ
る。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成30年度（2018年度）実績】

基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要№

進ちょく
状　況

区分 H30年度実績
実績に対して特記すべきこと

担当課

高齢福祉介護課 老人福祉センター及び高齢者在宅サー
ビスセンターにおいて、概ね60歳以上
の高齢者を対象に、31講座（ボランティ
ア講座含む）を開催した。

高齢者が講座に参加する
ことにより、知識や教養を
高め、また、仲間づくりを
通して、閉じこもりの防止
や健康保持に繋がった。

引き続き、市民が参加し
やすい講座を継続して実
施していく。

進行中

生涯学習センターゆと
ろぎ

アクティブシニア向け講座等を実施し
た。
①「いざという時役立つ法律知識「相続
講座」」
実施日：平成30年4月21日（土）
講師：福島　正洋氏（弁護士）
参加者：43人
②文学講座「明治の文豪から・・・島崎
藤村」
実施日：平成30年6月9日（土）・16日
（土）
講師：小林　明子氏（白百合女子大学
文学部国語国文学科教授）
参加者：36人
③「美術鑑賞のすすめ～アートを学んで
美術館へ行こう！」
実施日：平成30年7月10日（火）・13日
（金）
講師：西岡　梢氏（東京国立近代美術
館工芸館研究補佐員）
参加者：30人
④「ゆとろぎ想ひ出の映画鑑」
実施日：平成30年6月17日（日）、9月29
日（土）、平成31年2月9日（土）
参加者：延べ644人

生活に必要な知識を得る
講座や趣味の講座、懐か
しい映画の鑑賞事業を実
施し、シニア世代の社会
参加を促し、合わせて健
康保持や生きがいづくり
に繋げることができた。

今後も、興味関心の高い
事業を企画検討し、高齢
者の生きがいづくりに繋が
る事業を関係課と連携し
ながら実施していく。

80 市民提案型協働事業
の充実

市民活動団体が主体となり、市と協働で実
施する事業を募集し、実施することで、社会
課題や地域課題の解決につなげる。

継続 地域振興課 市民提案型協働事業として6事業採択
し、事業を実施した（提案：8事業）。
①羽村でプレーパーク！～やってみた
い！をやってみよう～
②市民ギャラリー運営
③いくつになっても元気に過ごすための
講座
④林家うん平さんの講演「江戸のリサイ
クル社会」と落語
⑤コミュニケーション力をアップする
⑥環境講演会「美しい地球を子どもたち
に」

男女共同参画が図られる
よう、市民活動団体と協働
して事業を実施することで
地域課題の解決につなげ
た。

継続して実施していく。 進行中

②地域活動にお
ける女性リー
ダーの育成

81 広報啓発活動による
意識啓発

地域活動などの分野での方針決定過程に
女性が参画できるよう、広報紙等による意識
啓発を行う。

継続 企画政策課 広報はむら2月1日号にミニコラムを掲載
し、意識啓発を実施した。
「地域活動やボランティアへの参画」
（Vol.8　平成31年2月1日号）

地域活動に参加意欲を持
つ方がチャレンジしていく
ために必要な情報の提供
に取り組んだ。

引き続き、広報紙等を通じ
て意識啓発に努めてい
く。

進行中

79 アクティブシニア向け
講座等の充実

社会参加などのきっかけづくりを行うため、
健康維持や地域での活躍を目指そうとする
アクティブシニアを応援する講座、趣味など
を通した生きがいづくりのための講座等を
開催する。

継続
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基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要№

進ちょく
状　況

区分 H30年度実績
実績に対して特記すべきこと

担当課

③地域の防災力
の向上のための
女性の参画支援

82 地域防災計画に基づ
く防災対策の推進

男女共同参画の視点を考慮しながら、地域
防災計画に基づく防災対策を推進する。

継続 防災安全課
危機管理課

各避難所で作成している避難所運営マ
ニュアルに、地域防災計画に定める女
性の考えや女性に配慮した内容を取り
入れるよう支援した。

地域防災計画に定める女
性の参画について啓発
し、男女双方の視点に配
慮した対策の推進に努め
た。

今後も、男女共同参画の
視点を取り入れ、より実効
性の高い防災対策を推進
していく。

進行中

83 防災分野に関する取
組みへの女性の参画

災害時における女性の視点をより反映して
いくため、防災分野への女性の参画を推進
する。

継続 防災安全課 避難所運営組織連絡会の際に、避難所
運営本部の構成として本部長または副
本部長には女性を一名以上選出するよ
う啓発を行った。
また、出初式や成人式等の事業におい
て、女性消防団員募集のPR活動を行う
とともに、広報はむら及び消防団だより
に女性消防団員募集の記事を掲載し
た。

近年、避難所運営本部を
立ち上げるまでの災害が
発生していないため、啓
発の成果を判断すること
は難しい。
また、女性消防団員につ
いても、当該年度内の新
規加入までには至ってお
らず、PR活動等の成果は
表向きには表れていな
い。

今後も、災害時における
女性の視点をより反映し
ていくため、引き続き、避
難所運営組織連絡会の
際や避難所運営マニュア
ル未作成の避難所に対し
て啓発を行っていく。
また、市の事業や広報紙
等において、可能な限り
女性消防団員募集のPR
活動等を行い、引き続き、
女性団員の確保及び増
員に努めていく。

進行中

危機管理課 被災地見学会や防災講演会など、女性
の視点を取り入れた事業を実施した。
（ア）東日本大震災被災地見学会
実施日：平成30年7月7日（土）
見学地：福島県いわき市
参加者：19人

（イ）防災講演会の実施
テーマ：「その時のために」～いわき市の
被災被害から学ぶ自助・共助～
実施日：平成31年3月7日（木）
講師：大谷　慶一氏（いわき語り部の会）
参加者：99人

男女の防災意識の向上が
図られた。

今後も、男女共同参画の
視点を取り入れ、防災意
識を促進していく。
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